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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年1月10日(2013.1.10)

【公開番号】特開2011-108135(P2011-108135A)
【公開日】平成23年6月2日(2011.6.2)
【年通号数】公開・登録公報2011-022
【出願番号】特願2009-264631(P2009-264631)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/20     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   1/20    　　　Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｌ
   Ｈ０４Ｎ   5/66    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月16日(2012.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　複数の画素により構成された画像を表す画像データを、前記画像データに対応した表示
画像を分割した各部分画像に対応して設けられ、該部分画像に対応した画像データを入力
し、該部分画像を構成する各画素のデータを該画素の周辺画素のデータを参照して処理す
る複数の画像処理ユニットを用いて処理をする画像処理方法であって、
　前記複数の画像処理ユニットのうち、
　　第１の画像処理ユニットを用いて、第１の部分画像について前記画像処理を行う際、
当該第１の部分画像と隣り合った他の部分画像を構成する画素のうち、少なくとも前記第
１の部分画像に隣接する領域の画素のデータを取得して、前記周辺画素のデータとして、
前記画像処理に用い、
　　第２の画像処理ユニットを用いて、前記第１の部分画像とは異なる第２の部分画像に
ついて前記画像処理を行うと共に、前記第１の画像処理ユニットが前記周辺画素として扱
う画素の少なくとも一部のデータを、前記第１の画像処理ユニットが扱う部分画像に隣り
合った部分画像を処理する画像処理ユニットから、前記第１の画像処理ユニットに向けて
仲介し、
　前記複数の画像処理ユニットによって前記画像処理が行われた後の画素のデータを用い
て、表示用画像データを出力する
　画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
［適用例８］
　複数の画素により構成された画像を表す画像データを、前記画像データに対応した表示
画像を分割した各部分画像に対応して設けられ、該部分画像に対応した画像データを入力
し、該部分画像を構成する各画素のデータを該画素の周辺画素のデータを参照して処理す
る複数の画像処理ユニットを用いて処理をする画像処理方法であって、前記複数の画像処
理ユニットのうち、第１の画像処理ユニットを用いて、第１の部分画像について前記画像
処理を行う際、当該第１の部分画像と隣り合った他の部分画像を構成する画素のうち、少
なくとも前記第１の部分画像に隣接する領域の画素のデータを取得して、前記周辺画素の
データとして、前記画像処理に用い、第２の画像処理ユニットを用いて、前記第１の部分
画像とは異なる第２の部分画像について前記画像処理を行うと共に、前記第１の画像処理
ユニットが前記周辺画素として扱う画素の少なくとも一部のデータを、前記第１の画像処
理ユニットが扱う部分画像に隣り合った部分画像を処理する画像処理ユニットから、前記
第１の画像処理ユニットに向けて仲介し、前記複数の画像処理ユニットによって前記画像
処理が行われた後の画素のデータを用いて、表示用画像データを出力する画像処理方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　図２は、第５画像処理部３５の内部構成を示すブロック図である。第５画像処理部３５
は、デジタル信号処理プロセッサー（ＤＳＰ）としての機能を有するＣＰＵ７１、動作プ
ログラムなどを記憶したＲＯＭ７３、ワークエリアとして利用されるＲＡＭ７５、画像デ
ータＤＩｎ０を分割した画像データ、つまり画像ブロックＤＩｎ５より若干大きな記憶容
量を有するフレームメモリー８０、映像ストレージＳｔ５から画像ブロックＤＩｎ５を受
け取る入力インタフェース８１、画像合成部４０に画像データＤＯｕｔ５を出力する出力
インタフェース８３、タイミング指示部６０からのタイミング信号を受け取る指示入力イ
ンタフェース８５を備える。ＣＰＵ７１は、第５画像処理部３５の全体の動作を統御する
が、特にフレームメモリー８０に高速にアクセスして、所定の画像処理（フィルター処理
）を行なうことができる専用のプロセッサーである。なお、ＣＰＵ７１の機能は、ＦＰＧ
Ａ（Field Programmable Array）や、画像処理専用ＬＳＩなどを用いて実現してもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　各画像処理部のデータ交換部によって周辺画素データの交換が終了すると、各フレーム
メモリー制御部が、フレームメモリーに記憶されている画像ブロックＤＩｎと周辺画素デ
ータ交換処理によって取得した周辺画素データとを、各フィルター処理部に出力し、各フ
ィルター処理部はそれら２つのデータを用いて、フィルター処理を行う（ステップＳ１５
０）。フィルター処理部はフィルター処理を終了すると、処理後のデータを各分割画像出
力部を介して画像合成部４０に出力する。画像合成部４０は、各分割画像出力部から受信
した画像データＤＯｕｔ１～９を合成し（ステップＳ１６０）、画像データＤＯｕｔ０と
して画像出力部５０に出力する。画像出力部５０は入力された画像データＤＯｕｔ０を液
晶パネル駆動部に出力信号として出力し（ステップＳ１７０）する。このような画像処理
を、入力されてくる画像ブロックＤＩｎ１～９に対して繰り返し行い、画像処理装置１は
画像処理を行う。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　この時、例えば、画像ブロックＤＩｎ１は、画像ブロックＤＩｎ４が画像処理に必要と
する周辺画像データをＤＩｎ４に送信するとともに、画像ブロックＤＩｎ５が画像処理に
必要な周辺画素データのうち、画像ブロックＤＩｎ１に含まれる周辺画素データ（図８（
ｂ）の横線ハッチング部分）も同時に、画像ブロックＤＩｎ４に送信する。画像ブロック
ＤＩｎ４に対応する第４画像処理部３４のデータ交換部３４１は、それらの周辺画素デー
タを取得すると一時的に、第４画像処理部が備えるフレームメモリー３４４に記憶する。
この場合、画像ブロックＤＩｎ１が画像ブロックＤＩｎ４に送信した周辺画素データのう
ち、画像ブロックＤＩｎ５が処理に必要とする周辺画素データは、画像ブロックＤＩｎ４
が処理に必要とする周辺画素データの中に含まれる。つまり、説明の便宜上、この二つの
周辺画素データは別個のものとして説明したが、実際は、画像ブロックＤＩｎ１は画像ブ
ロックＤＩｎ４に対して、画像ブロックＤＩｎ４が処理に必要な周辺画素データを送信す
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
（Ｃ３）変形例３：
　上記実施例２では、図９に示した周辺画素データの交換経路によって周辺画素データを
交換したが、これに限ることなく、ＤＩｎ０を、３×３や、それ以外の分割数に分割する
ことが可能である。例えば図１０に示した交換経路を構成して周辺画素データを交換する
ことが可能である。図１０（ａ）および図１０（ｂ）に示した交換経路は、各画像ブロッ
クＤＩｎ間を、１つの経路で、かつ、同じ経路を２度通ることなく結ぶように構成されて
いる。図１０（ｂ）は、上記で説明した「閉路」の経路構成である。このように構成した
交換経路によって周辺画素データを交換する場合、上述したように、各データ交換部は、
周辺画素データを経路上の一方向のみに送信すればよい。このような経路構成としても、
上記第２実施例と同様の効果を得ることが可能である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】
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